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 要　　旨
　ロボットや NC工作機械に代表されるメカトロニクスシステムは直線運動と回転運動によっ
て制御されており，長さや角度の検出器が必要不可欠である．角度測定器であるロータリエン
コーダも，使用される機器の性能向上と共に精度・分解能・応答性などの要求される性能が高
まっている．
　本研究では高精度・高分解能・高速応答・低コスト等の要求を応えるため，情報記録技術で
ある光磁気記録方式を用いたロータリエンコーダの開発を行っている．これまでの研究で目盛
の記録と再生を行うシングルスポットピックアップ（SSP）が開発され，補正転写記録法とい
う手法を用いることで精度 1.7″，分解能 9,000pprのMOエンコーダが実現された．次に，精度
を更に高めることを目的にマルチスポットピックアップ（MSP）が考案され，実験装置が試作
された．更にエンコーダの高機能化を目的としてマルチトラックピックアップ（MTP）が提案
された．現在は MSPとMTPの両システムを実験できるデュアルディレクションマルチスポッ
トピックアップ（DDMSP）の開発が行われている．DDMSPは回折格子でレーザ光を分割して
9つの再生点を作る仕組みになっており，回折格子を 90°回転させることでMSPモードとMTP
モードを切り替える．これまでに光学系部分の設計と試作が行われ，その動作試験及び性能評
価を行った．本論文では，試作した DDMSP(MSPモード)の再生性能に関する実験を行い，再
生信号の分析により問題点を明らかにし，それらの原因を解明すると共に解決策の提案を行う．
本論文の要旨は以下の 4点である．
（1）DDMSPで再生される信号の SN比は-4.7dBであり，エンコーダとして誤差測定できる
　　 状態で無いことを明らかにした．
（2）ディスク表面形状が信号レベル変動の主要因の 1つであることを明らかにした．
（3）解決する方法の検討を行った．提案した方法は以下の 3点である．
　　　　①レーザダイオードの高出力化
　　　　②面精度の高いMOディスクへの交換
　　　　③再生点間隔を目盛 1/2個分の約 19.2μmに変更することで，
　　　　　ノイズ成分を除去できる再生システムの構築
（4）③の方法についてシミュレーションを行い，この方法の有効性を評価した．
